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太平洋諸島の トピ ッ クス XVIII
2005 年 1 月 15 日

国際文 化会 館 「樺 山ル
ー

ム 」

パ ネル 西 岡義治　太平洋学会 主 任研究 員

ーノ

ノノ

司 会

大川誠
一

玉 井 　昇

中島　洋

「メ トロ TV 」 東京支局長

日本大学国際関係学部講師

太平 洋学会専務 理事

司会 （中島洋〉　 　 「第 18 回太平洋諸島の トピ ッ

ク ス 」 を開催 い た します 。

　今回 は レ ギ ュ ラ
ー

の 矢崎 先 生 が ご 旅 行 中 で 、代

わ りに新進気鋭 の 玉井昇 さんに ご登場い た だ きま

し た。今後は 準 レ ギ ュ ラーで お願い し た い と思 っ

て お り ます 。

　 さて、昨年末 の イ ン ド洋 大津波 で大変な被害が

出ま して 、世界各国で も追悼 の 日を決 め、太平洋

の 島嶼諸国 で もマ
ーシ ャ ル は じめ 、多 くの 国が 半

旗 を掲げて 国家 と し て 追悼 の 念を捧げま したが 、

イ ン ドネシ ア の ア チ ェ だけ で も 10 万人 を超 える

死 者が出て お ります 。 こ の ア チ ェ の 悲惨な 被害 の

様子、さら に は 復興 の 状況な どに つ きま し て 、大

川 誠
一

さん か ら、直接 、お 話を伺 い た い とい うご

要望が強い と存 じます が、イ ン ドネシ ア で は 昨年

の 4 月に総選挙、 7 月に大統領選挙が ござい まし

た の で 、順 序 と し ま し て は 、そ ち らを先に お 伺 い

した い と思 い ます、

　 大川 さ ん
、 昨年 の イ ン ドネ シ ア の 総 選挙 と 大統

領 選 挙 につ い てお話 しくだ さい
。

イ ン ドネ シ ア に ユ ドヨ ノ 政権誕 生

大川　去年の こ の 席上 で 、2004 年は イ ン ドネ シ ア

では 政治の 年 で あ るとお 話 ししま した が 、そ の
一

連の 選 挙が どの よ うな過程で 行 なわれた か とい う

こ と を まず 、ご説 明 し た い と思 い ます 。

　結論か ら申し上 げます と、イ ン ドネ シ ア 建 国 59

年 に して 、初め て 国民が 直接選挙で 国家元 首 、大

統領 を選 ん だプ ロ セ ス が、極め て平穏 に 、か つ 民

主 的に行 なわれ ま した 。イン ドネ シ ア の 歴史上 、

快挙 とい っ て い い と思 い ます。

　 そ して 、選 ばれ た の は 、ご存知 の よ うに退役 陸

軍 大 将の ス シ ロ ・バ ン バ ン ・ユ ド ヨ ノ （Susilo

Bambang 　Yudhoyono） とい う人で す が 、こ こ に

至 る 過 程 は、まず 昨年 4 月に総 選挙 が行 なわれ 、

こ の 総選挙に よ っ て 、現職 だ っ た メ ガ ワ テ ィ 大統

領率 い る闘争民主党 （PDIP ）が、前回の 1999 年

の 総選 挙 、こ れ は 32 年 間続 い た ス ハ ル ト長 期政

権が 崩壊 し た 翌年の 初 の 民 主的な総選挙 で すが 、

そ の 時は 33．76％ と い う断 トツ の 得票 率で第 1 党

に な っ た に も関わ らず 、 こ の メガ ワ テ ィ さん の 党

が 、昨年は 19．82％ と激減 しま した 。

　
一

方 、 昨年 4 月 の 総 選 挙 で は、ス ハ ル ト時代 の

与 党 で あ っ た ゴ ル カ ル 、 こ れ が 前 回 並 み の

23．27％ とい う得票率で 第 1党に返 り咲 きま した。

　 そ の ほ か の 、た と え ば ワ ヒ ド前大統領が率い た

民族 覚醒 党、あ る い は前国民 評議会 （日本の 国 会

に当 た る） の 議 長 だ っ た ア ミ ン ・ラ イ ス が 率 い て

い た国 民信託 党、こ うい っ た 政党は 、前回並 み の

得票な い しは得票 を減ら して い ます 。

一方 、 こ の

総 選挙 に 向 け て 急遽結成 され た 民主党は、現 大統

領 ス シ ロ ・バ ン バ ン ・ユ ドヨ ノ さん の 奥さん が設

立 発 起 入 に な っ て い ま す が 、 こ れ の 得 票 率 が

1 ．36％ 。 同 様に 、新興政党で あ る福祉整理 党、

非常に イ ス ラ ム 色の 強 く、一方で 清潔 を志向 する、

若者 を中心 とす る政党 が 、8．18％。

　 こ の 民主党 と福祉 整 理 党 の 10％ 、8％ とい う得

票 率 の 合 計は 、メ ガ ワ テ ィ さん の 闘争民 主党 の

19％ と匹敵す るわ け です 。 す なわ ち 、闘争民 主党
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に対する失望感が新 しい 政党に流れた と い えます。

　こ れ は何 を意味す る か とい えば 、 32年間続 い た

ス ハ ル ト政権に対 する反動 とし て 1999 年 の 選挙

で は反 ス ハ ル トの 票 が 、期待 を込 め て メ ガ ワ テ ィ

さん へ 流れ た 。 彼女は女性 で ある し、初代大統領

で あ り建 国 の 父 であ る ス カ ル ノ の 長女 で あ る 。 カ

リス マ 性 を持 っ てイ ン ドネシ ア に新風 を吹き込み 、

変革 をもた らして くれ る と い う期 待が あっ た の で

すが、彼女の 3 年 と 3 ヵ月 の 政権を見て い る と 、

昨年の こ の 席 で も申 し上 げま した が、最悪 と い う

か、ス ハ ル ト時代以上 に悪 い 状況 にな っ た 。

　もちろ ん 、民 主的 な マ ス コ ミ の 存在を認 め た と

い う面は あ りましたが 、とにか く 、 汚職 が全国津 々

浦 々 、最下層か ら ト ッ プ階層 ま で 蔓延 して しま っ

た。もともと、彼女に対す る過大 な期待 が あ っ た

ため に 、今回 は逆に過大な反メ ガ ワ テ ィ票 とな っ

て 現 われ た とい えます。

　 こ の 総選挙 に基づ い て 、昨年 7 月 5 日 、 第 1 回

直接大統領選挙が あ りま した。

　 こ の 選 挙に は、計 5組 の 正 副大統領候補 が立候

補 し ま した 。

　まず ス シ ロ ・バ ン バ ン ・ユ ドヨ ノ前政治治安調

整大 臣を大 統領候補 と し 、
ユ ス フ ・カ ラ と い う実

業家で あ り、前国 民福祉担 当大臣 を副大統領候補

とす る
一
組 、次が 当時 現職 大 統領 だ っ た メガワ テ

ィ さん と、イ ン ドネ シ ア 最大イ ス ラ ム 勢力で ある

MU の 総裁で あ るハ シ ム ・ム サデ ィ さん の コ ン ビ、

3 番 目が 元 国防治安大 臣 で 国軍 司令官 で もあ っ た

ウ ィ ラ ン ト退役 陸軍大将 と、ワ ヒ ド前大統領の弟

に 当た り MU の 副 総裁 を務 め て い た サ ラ フ デ ィ

ン ・ワ ヒ ドの 組 、 4 番 目に 国民評議会の 議長で あ

っ た ア ミ ン ・ライ ス と、イ ン ドネシ ア 農 民親 睦会

総裁 の シ ス オ ノ ・フ ソ ドの セ ッ ト、5 番 目に 、メ

ガ ワ テ ィ の 副大 統領で あ っ た ハ ム ザ ・ハ ス と、前

運輸大 臣の ア グ ン ・グメ ラ ル の セ ッ ト。

　 こ の 5 組 が立候補 しま した が、結果は 次の 通 り

で し た 。

　 ユ ドヨ ノ 組 　　33．57％

　 メ ガ ワ テ ィ組 26．61％

　 ウ ィ ラ ン ト組 22．15％

　 こ の 結果、こ れ は 当初か ら予想 され た こ とで し

た が 、い ずれ の 組 も過半数 を制す る こ とが で き ま

せ ん で し た の で 、9 月 20 日 に 決選投票が行 な われ

ま した。こ れ に際 し て メ ガ ワ テ ィ 大統領は最後 の

手段 と し て 、仇敵で あ っ た ゴ ル カ ル とも手 を結び

ま した 。

　4 月の 総選挙の 数字の 上で は、第
一党に返 り咲

い た ゴ ル カ ル と メ ガ ワ テ ィ が結び つ けば、絶対に

勝つ はずで した が、し か し結果は 、
ユ ドヨ ノ候補

が 60．62％、メ ガ ワ テ ィ 候 補が 39．38 ％ と、圧倒的

なユ ドヨ ノ勝利に終わ りま した。

　 二 の 背 景 にあ る の は何か と い え ば 、 32 年続 い た

ゴ ル カ ル を基盤 とする ス ハ ル ト体制 、そ して そ の

反動で 生 まれ た メガ ワ テ ィ を中心 とす る闘争民主

党の い ずれ もが 、昔そ の まま の 姿で 政治 を運ぼ う

と し、それ に対 して国民 が 求め て い た の は 政党で

はな くて 、清廉で リ
ーダーシ ッ プ の 強 い 人 物 だ っ

たわ け で 、 こ の 期待 にぴ っ た り入 っ た の が ユ ドヨ

ノ候補 、 現大統 領 で あ っ た と い えます 。

　 こ の 大統領選 挙 の 結果 で意外 だ っ た の は 、ア チ

ェ とパ プ ア と い うイ ン ドネ シア の 2 大紛争地帯、

イ ン ドネシ ア の 東 西 両端 に あ りますが 、こ の 両地

域で は 、ユ ド ヨ ノ 候補が圧 倒 的 な勝利 をお さめ て

い ます。例 えば ア チ ェ で は ユ ドヨ ノ候補が 77％、

メガワ テ ィ が 23％。パ プ ア で は ユ ドヨ ノ 63％、

メガ ワ テ ィ 37％と い う具合 です 。

　 イ ン ドネ シ ア が 抱 え て い る最 大 の 国内 問 題 で

あ る 2 大紛争地 域で 、
こ れ ほ どユ ドヨ ノ候補に 票

が入 っ た 。 そ して ユ ドヨ ノ は どの よ うな経歴 か と

い えば 、元国軍 の 政治総 参謀長だ っ た 。 要する に

国軍 の 政治介入 を取 り締 ま る元 締め で し た 。 し た

が っ て 、普通 に考えれ ば、ア チ ェ とパ プ ア と い う

国軍に対する反発 の 強 い 地城 で 、国軍 出身の ユ ド

ヨ ノ候補に 票が 行 く とい うの はお か しい の です が、

ユ ドヨ ノ個人が持 っ て い る清潔な姿勢 、 軍に い な

が ら政治 を担当 し て き た 経歴 、そ うい う こ とに対

す る期待感が出たの だ と思い ます 。

相次 ぐ天災 とユ ドヨ ノ政権

　と こ ろ が、昨年 10 月 2  日に第 6 代大 統領 と し

て ユ ドヨ ノ政権が誕生 して 、きょ うまで の 3 カ 月

足 らず の 間に、天 災に見舞 われ続 けて い ます。

　まず 11 月 12 日、東 ヌ サ ツ ン ヌ ガラ、テ ィ モ ー

ル 島の 西 半分 を含む地 域です が 、こ こ に ある ア ロ

ー
ル （Alor） とい う島で 、死者 の 数 は き ょ う現在

で 33 人 とい われ て い ます が、家屋 、施 設 の 倒壊

は壊滅的な大規模地震 があ りま した。

　 11月 26 日に は、パ プ ア の ナ ビ レ （Nabire） と

い うと こ ろ で、こ こ で は 昨年の 1月 か 2 月 の 大き

な地震が あ っ た の で す が、再び 大規模地 震が あ っ

て 、 や は り 30 人 以上 の 死者が 出て い ますが、ユ
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ドヨ ノ大統領が こ の パ プア の 被災地 を訪ね て い る

時に 、マ グ ニ チ ュ
ー ド 9 の 大地震に よるイ ン ド洋

大津波 がア チ ェ を襲い ま した。 12 月 26 日で す．

　今回起 きた ス マ トラ島沖の 大地震は 、こ の 対応

を誤れ ば 、 私 個 人 の 推 測で は 、
ユ ドヨ ノ 政権 も安

定 とは い えな い
。

つ ま り、野 党 に揺 さぶ られ るか、

辞任 に追い 込 まれ る可能性 が 出て くる ほ どの イ ン

パ ク トを持 っ た もの だ と思い ます。そ の 意味 で 、

こ こ 数 日 、 報道 され て い る外 国 軍 な らび に外 国

NGO の 援助 を打 ち切 る と い う姿勢、こ れ に 対 し

て 国際的に 反 ユ ドヨ ノ 、反イ ン ドネシ ア の機運が

高まる と、それがき っ か けとな っ て ユ ドヨ ノ政権

が階段 を下 り て行 か ざる と得な い 町能性 を秘め て

い ます 。

　イ ン ドネ シ ア の 政情か らい い ます と、昨年 9 月 、

ユ ド ヨ ノ政権 が生 まれ る 1 カ月 前 で す けれ ども、

ジ ャ カ ル タ で こ こ 3 年 の 間に 3 回 目 に 当た る大規

模 な爆弾テ ロ が、オ
ー

ス トラ リア 大使 館 前 で あ り

ま した 。 そ の 前年に もジ ャ カル タ の ホ テ ル が爆破

され 、そ の また前 年には バ リで 爆弾テ ロ が あ りま

した 。

　 こ の よ うに年 に 1 回 起 きて い る大爆 弾テ ロ 、そ

の 背後に は イ ス ラ ム 過激派 、俗 に い われ る ジ ェ マ

ア ・イ ス ラ ミア　（Jemaah 　Islamiyah＞が い る と

され る の です が 、イ ン ドネ シ ア も 9．11 以 降は 、ア

メ リカ対イ ス ラ ム 勢力 とい う世界の 構 図の 中に巻

き 込 まれ て い る とい え ます 。

　 し たが っ て 、ユ ドヨ ノ政権 云 々 とい うよ り、こ

の ア メ リカ 対イ ス ラ ム とい う構図の 中で 、イ ン ド

ネ シ ア で も同様 な事件が 起きて も不 思議で は ない

とい える と思い ます。

　 経済面 で 見 ます と、イ ン ドネ シ ア は こ こ 数年、

年率 3％、昨年 は 4．7％の 成長 を見せ て い ま して、

今回 の 震災が なけれ ば 6〜7％ の 成長 を見せ る と

思わ れ て い ま した が、今 回 の 震災で 下方修正せ ざ

るを得ない と思 い ます。

　 また 、ユ ドヨ ノ政権に対する支持率 も、発足 当

時は 79．7、約 80％あっ たの ですが、直近の ア ン ケ

ー
ト調 査では 66％ に落ちて い ます。しか し、イ ン

ドネ シ ア 国民 の ユ ドヨ ノ政権に対 す る信頼度は依

然 と して 高 い と い えます 。 特 に発 足 当時か ら、100

日 目以 降 の ユ ドヨ ノ政権 を見 て みた い と い われ て

い ま して 、その 100 日 を迎 え る前に 起 きた今回 ス

マ トラ 沖地 震に よ っ て 、ユ ド ヨ ノ 政 権 の シ ナ リ オ

は大幅な変更をせ ざるを得ない 状況 とな っ て お り、

今後の イ ン ドネ シ ア の 政局 は 、
ス マ トラ 沖地震 の

リハ ビ リと再建 ・復興が どの よ うに行な われ るか

に注 目 しなければな りませ ん 。

司会 　大川 さん 、あ りが と うご ざい ま した 。

　昨 年 、フ ラ ン ス 領 ポ リネ シ ア で総 選 挙 が あ りま

して 、初め て フ ラ ン ス か ら独立 を 目指す政党が第

1 党に な りま した 。 と こ ろが、そ の 後い ろ い ろ と

変転 し て お り ます が、そ の 複 雑 な状況 に つ い て 、

西岡 さんか ら ご解 説 を い た だ きた い と思 い ます。

仏領ポリネ シ ア に 独 立 志向政権

西岡　太 平洋 に は フ ラ ン ス の 領 土が 3 つ あ ります。

そ の うちの 2 つ に期せ ず して 大きな政治変動があ

りま し た。

　 1 つ は ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア で 、こ れ に つ い て は、

こ の あ と 玉 井先生 か ら ご説明が あ る と思 い ます 。

も う 1 つ は フ ラ ン ス 領ポ リネ シ ア で 、こ の 二 つ に

共通 し て い る の は 、
フ ラ ン ス の 息が か か っ た反独

立派 の 政党 が 20 年以 上 も支配 して きた とい うこ

と で す 。 ま た、両方の 党首は ラ フ ル ール と、フ ロ

ス （Gag．　ton 　Flog．　se）とい う、い ず れ も 70 歳 を超え

た 老獪な政治家で す。 し か し、昨年 5 月の 総選挙

で 、独立推進 派 に 相次い で 敗れ ま し た
。

　 フ ラ ン ス 領 ポ リネ シ ア では フ ロ ス に 代 わ っ て

独立推進 派の オ ス カ
ー ・テ マ ル （Oscar　Temaru）

が連立政権 の 首班 に な り、大統領に 選ばれ ま し た 。

こ の テ マ ル とい う人は 長年、フ ラ ン ス 領 ポ リネ シ

ア で の フ ラ ン ス の 核実験 に 反 対 し、また、独立運

動の リ
ーダーと し て 活動 し て きま し た，

　 こ の 選 挙結果 に対 して、パ リで は冷やや かな反

応 を示 し、シ ラ ク 大統領 は 、新 し い テ マ ル 大統領

に会 お うとも しませ ん し 、 海外領土 大臣 も 「仏領

ポ リネ シ ア に対す る フ ラ ン ス の 援助を削減する 」

とまで発言 しま した。
一

方 、フ ラ ン ス の 社会党は 、

新政権 へ の 支持 を表明 しま し た 。

　新政権 が発足 し て 4 カ 月 も経たな い 10 月、テ

マ ル と連 立を組 んで い た少数党 の 議員が寝返 りを

打 っ て野党 に回 っ た た め、不 信任案が成立 して 、

テ マ ル は 大統領の 座 か ら引きず り下 ろ され ま した。

　 テ マ ル は こ れ をフ ロ ス の 陰謀で あ る と し て 、フ

ラ ン ス 政府 に 対 し、議 会の 解散、選挙の や り直 し

を要 求 しま した 。
フ ラ ン ス は これ を却下 して、フ

ロ ス が再 び 大統 領 に返 り咲 きま した。テ マ ル は ハ

ン ガース トライ キで こ れ に抗議 しま した 。 テ マ ル

の 支持者 た ちもタ ヒ チ 島で 2 万 人規模 の デ モ を行
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な い 、フ ラ ン ス か らも 4 人 の 社会党議員が応援 に

駆 け つ け ま した 。
こ の ほ か、マ ル ケサ ス とか 、 ト

ゥ ア モ ツ 、オ
ー

ス トラ ル 、風下諸島で もデ モ 行進

があ っ て 、 混乱は 全 土 に 広 が りま した 。

　 フ ラ ン ス の 国会 で も与 野 党間で 激 し い 論 争 と

な り 、 最高行 政裁 判所は、テ マ ル 内閣に対する不

信任 案投 票 が合法 で 、有効で あ る との 判決 を言 い

渡 しま した 。 テ マ ル 側 は これ を不服 とし て 、実力

行使 に 出ま し た。タ ヒ チ に あ る大統領官邸は じ め
、

主 要な政府庁舎 を占拠 し た ため に、一一気に社会不

安が広ま りました 。

　 11 月 に な っ て 、フ ラ ン ス の 国会議員が最 高行政

裁判所 で 、5 月 に行 な われ た総 選 挙の 際 、 タ ヒ チ

の 選挙区 で、テ マ ル 側 に選挙違反 が あ っ た と証言

した た め に、裁判所 は選 挙 結果 を無 効 と しま した。

そ し て 、タ ヒ チ ／ モ
ー

レ ア 選挙 区に 限 り 、
こ と し

2 月 13 日に再選挙 を行な うこ とが決ま りま した。

こ の タ ヒ チ／ モ
ー

レ ア 選挙区は 、 領 土議会 57 議

席の うち、37 議席 を占め る最大の 選挙 区です 。

　 こ うして 、事態は 取 りあえず収拾 され ま したが 、

こ れ ほ ど大騒 ぎに なっ た の は、長 い 間 、
フ ラ ン ス

との 関係を緊密に保 っ て きた単独 政党の 支配 下に

置 か れ てき た こ とに対 し て 、ポ リネ シ ア の 人 た ち

が変化 を求めて 立ち上 が っ た もの と考え られ ます。

　［編集注 ：2005 年 2 月 13 日 に行 なわれた タ ヒ

チ ・モ
ー

レ ア の 選挙結果は 、テ マ ル の 独立 派 が 37

議席の うち の 25 議席を獲得 した もの の 、領域議

会全体の 57議席 の 中で は 27 議席 を 占め るに しか

過 ぎず、過半数に は 3 議席及 ばなか っ た 。 しか し、

独立派 は 2 月 18 日に 開 かれ た議会で フ ロ ス 政権

に対 して 不信任案 を提 出 し 、他派 か ら の 賛成票 を

得て過半数 （30票）を制 し、政権 を奪取 した 。 1

司会 で は 、先 ほ ど西 岡 さん にお話 に ち ょ っ と出

ま した ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア の 選挙に っ きま して 、玉

井 先 生 か ら ご報告 を い ただ きた い と思 い ます。

大統領も副大統領 も女性

玉 井　昨年 の 5 月 9 日 に ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア の 領城

議会選挙 が行 なわれ ま した 。
ニ ュ

ーカ レ ドニ ア は

フ ラ ン ス の 海外 領 で 、そ の リーダー
の 日本語 の タ

イ トル を ど う表現す るか は 議論の 余地があ ります 。

つ ま り、 フ ラ ン ス の 国家元 首が シ ラ ク 大統領で 、

ニ ュ
ーカ レ ドニ ア の リ

ーダー
も大統領 と呼ぶ の が

適 当か とい う問題 が あ りま す 。 しか し、英語で は

プ レ ジデン トと い う単語を使 っ て い ますの で 、こ

こ では
一

応、ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア の 大統領と して お

きます，

　 ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア の 議会 は 全部で 54 議席 で す

が 、こ こ 20 年 以 上、ず っ と反 独 立派 の RPCR が

政権 を担 っ て き ま した が 、昨 年 の 選挙 で は、こ の

RPCR の 議 席が 前回 よ り 8議席減で 、54 議席 中の

16議席に と どま りま した 。 そ の 結果 、RPCR を率

い て きた 党首の ラ フ ル ール （Jadques　Lafieur＞

が正 式に引 退す る こ とを表明 しま した。

　 そ の
一

方で 、勢力 を伸ば した の は、もともとは

反独 立派の RPCR に い た 議員 の
一

部が 枝分 かれ

した 形 で 生 まれた ア ヴ ェ ニ
ール ・ア ン サ ン ブ ル

　（L
’
Avenir　Ensemble ）、　 AE と省略 させ て い た だ

きますが 、こ の AE 党が RPCR と同 じ 16 議席 を

獲得 し、反独立 派 に 2 大勢力が生まれ た と い えま

す。こ の ほか独立推進派 の FLKS が 8 議席 、ユ ニ

オ ン
・
カ レ ドニ

ー （Union　Cal6donienne　＝ 　UC ）

党が 7 議席、そ の 他独 立派 とい う形で 54 議席が

構成され ま した e

　 昨年 6 月 10 日 に議会 で 11名の 閣僚が選 出 され

ま した が、 こ の 11 名 は AE か ら 5 名 、長期 わた

っ て政権 を維 持 して きた PRCR か ら 3名 、そ の他

独立 支持諸政党か ら 3 名 と い う割合 とな りま し た。

そ して 、こ の 11 名に よ っ て、ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア

の 大統 領 、 副大統 領が選ばれた わ けで すが 、こ の

選 挙 の 結 果 、 AE 党 の テ ム ロ　（Marie　 NoOlle

Th6mereau）が 大統領 に 選出 され、副大統領 には

独 立 推 進 派 の FLKS か ら ゴ ロ デ イ （D6w6

Gorodey）が選 出され ま した 。

　 そ し て
、

こ の 2 名 と も女性 で あ りま し て 、ニ ュ

ー
カ レ ドニ ア は もちろん 、太 平洋諸島全 体 として

も 、 女性 が大統領 ・
副 大統領双 方を 占めた の は初

め て の こ と で 、画期 的な こ とで す。 し か し、こ の

6 月 10 日に発足 した新内 閣で す が、か っ て 支配的

な地位 に あ りま した RPCR の フ ロ ギール （Pierre

Frogier）前大統領 は じめ 3名が新閣僚に選ばれ て

い た の ですが、こ の 3 名 が い ずれ も辞職 を表 明 し

ま して 、規定に従 い 、わず か 3 時 間で こ の 新政権

は崩壊 しま した 。

　そ の 後、6A24 日に議会は新 に新閣僚 11名 を

選 出 します 。
こ こ で 選ばれ た 11 名の 内訳 は AE

が 4 人、RPCR が 4 人、　 FLNKS か ら 2 名、　 UC

か ら 1 名です 。
こ の 11 名が再 び 大統領 、副大統

領 を選 出す る こ とに な るわ けで すが 、AE は 当然

テ ム ロ に入れ テ ム ロ が 4 票、RPCR は フ ロ ギー
ル
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に 4 票で、 4 ： 4 で 分かれ る の で すが 、残 っ た独

立推進派 が 、そ うい っ た反独立派の 勢力争い を静

観す る姿勢を示 し、投票を差 し控え て し ま っ た た

め、結局、大統領 が決定 しませ ん で した 。しか し、

こ の 緊急事態の 結果 、 そ の 4 日後 に再投票が行な

われ、6 月 28 日 の 再投票 で 、テ ム ロ が 6 票獲得 し

て よ うや く新大統 領に 選出 され ま し た e

　同 じ く副大統領は 、もと選ばれ て い た ゴ ロ デイ

が 9 票獲得 し て 選出され ま し た。こ こ で 太平洋史

上 初めて 、大統領 ・副大統領双 方が女性で政権を

担 う形に な りま した。

　そ の 後 の ニ ュ
ーカ レ ドニ ア の 政 治 情勢 とし ま し

て は 、港湾関係や報道機関などで 大規模な ス トラ

イ キ があ りま したが 、ニ ュ
ーカ レ ドニ ア で は 比 較

的 ス トラ イキが よく起 こ ります し、すで に沈静化

し て い ます の で 、政治は 安定 し て い る と い えま す 。

　なお 、こ と し 1月 20 日か ら 21 日に か けて 、1998

年に パ リで締結 されま した 「ヌ メ ア 協定」 を再検

討する会議が行 なわれ ます。

　 1998 年 の ヌ メ ア 協定の 当事者 としては 、本国 の

フ ラ ン ス 政府の ほ か 、反 独立 派 の RCPR と、独 立

推進派 の FLNKS の 代表者 で 話 し合 われ たわ け で

すが 、1 月 20 ・21 日 の 再検討会議 の 場には 、現

在 の ニ ュ
ーカ レ ドニ ア の 政 治 勢力 図を反 映 し た 形

で 、当然なが ら AE 党か らも代表者 が参加す る こ

とに な っ て い ます し、独立 派か らも、カ ナ ク ・リ

ベ レ
ーシ ョ ン ・パ ー

テ ィ
ー

と い う政党 も含まれ る

こ とにな りま して 、1998 年 に 比 べ て 当事者が増 え

る形 で再検討が行 な われ ます 。

　最後に 簡単に ま とめ させ て い た だ きます と、ニ

ュ
ー

カ レ ドニ ア で は 、反独 立派 の RCPR に 固 い 結

束が あ りま したが、AE 党 とい う新 しい 勢力 が誕

生 し、反独 立派 が 分裂 し て 勢力 が 弱 ま る の で は な

い か とい うこ とが指摘 で き る と思 い ます。

　 また 、 女性 の 指導者 が現出 し た こ とで、女性な

らで は の 穏健な解決策 が取 られて い けば、ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア の 最大 の 課題は 、さま ざま な人 種 か ら

構 成 され て お り多文 化社 会 の 構 築 で もあ り
、 ま た

、

将来の 独立問題も控えて い ます の で、い い 方 向 へ

向か う可能性 が高 い と思 い ます。

司会　玉 井 さん、ど うもあ りが と うござい ま した。

　 た また ま昨 年 12 月 3 日 か ら 5 日 ま で 太 平洋諸

島政治学会、6 日か ら 10 日まで太 平洋歴 史学会 、

こ の 二 っ の 学会が ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア の ヌ メ ア で 連

続 し て 開催 され ま して 、私 は木 下純
一
顧 問 とこ

一

緒 し て 、こ の 両方の 学会 に出席 い た し ま して 、ニ

ュ
ーカ レ ドニ ア の 方 々 とお 話 しする機 会が多 うご

ざい ま した．

　玉井 さん の お 話 に ご ざい ま し た よ うに 、ニ ュ
ー

カ レ ドニ ア は、原住の カナ ッ ク の 人た ち、フ ラ ン

ス 系の カ ル ド ッ シ ュ と い わ れ る人 た ち、タ ヒ チや

ワ リス
・

エ ・フ チ ュ ナ な どか らの ポ リネ シ ア 系 の

人 た ち、ア ル ジ ェ リア や ヴ ェ トナ ム の よ うな 旧 フ

ラ ン ス 領か らの 入た ち と、多くの 民族 で 構成 され

て い ますが 、 伺 っ て み ます と、最近は 民族が違 っ

て も、同 じ小 学校、同 じ高校、そ れ か ら 同 じニ ュ

ー
カ レ ドニ ア 大 学に 行 きま す の で 、1970 年 代 、

1980 年 代 と比 べ ます と、こ れ ら の他 民族間の話 が

非常に ス ム
ーズ にな っ て い る と い うこ と で した。

　それ で は 、 次に 大川 さん か らイ ン ド洋 大津波の

お 話 を し て い た だ きま す が 、わ れ わ れ が テ レ ビ で

観て お ります と、ア メ リカ 軍 の 兵士 とか、オ
ー

ス

トラリア の 兵 士とか 、ある い は フ ラ ン ス やオ ラ ン

ダとか、 ヨ
ー

ロ ッ パ 諸国 の 医療救護班iとか NGO

の 方 々 とかが 、イ ン ドネ シ ア の 被 災地 で 働い て い

ます 。 瓦礫 を 片付 けた り、食料を配 っ た り、い ろ

い ろな活動の 場を見 るわけです。

　 とこ ろ が 、肝心 の イ ン ドネシ ア の 国軍兵 士 も

時 々 出 て い ます が 、 こ れ は 何 を し て い る か と い う

と、鉄 砲を構 え て 見張 りをして い る、警戒を して

い る とい う場面 ば か り で す。

　 こ の よ うな面 を含め て お 話 して い た だ ける と幸

い で す。大川 さん、宜 し くお願 い い た します 。

人災と天災の ア チ ェ

大川　皮 肉な こ とに ク リス マ ス の 翌 日、世界最大

の イ ス ラ ム 人 ロ を持つ イ ン ドネシ ア 、そ の 中 で も

イ ス ラム が最初にや っ て きたア チ ェ 、イ ス ラ ム 色

が
一
番 強 い ア チ ェ で 、 巨大 地震が 起 こ っ た わ け で

す ， それ も 日曜 日、午前 8 時。

　ア チ ェ の
一
般 市民 、特 に車 を持 っ て い る人た ち

は午 前 7 時 半 と か 8 時 く らい か ら海 へ 行 きま す。

そ こ で 焼魚 を食 べ て 朝食 を します。平 H に比 べ る

とず っ と多くの 人 た ちが海岸に集ま っ て い ます 。

さ らに ア チ ェ 人は魚釣 り も大好 きで す。 よ りに よ

っ て 非 常に多くの 人 た ちが 海岸に 集ま っ て い た時

間に 起 きた とい う こ とが悲劇を さら に 大 きく し た

と思 い ます。

　 もう
一

っ 、津波 と い うもの に 対する 知識が 皆無

だ っ た と い うの も、被害を大き くしま した。場所
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に よ っ て は、住民た ちは潮 が引い て い く中を、ピ

チ ャ ピチャ跳ねて い る魚 を捕まえるために呼びか

け て、家 々 か らみ んなで 浜 に向か っ て い く光 景 も

あ り ま した。

　 イ ン ド洋全域が 被害 を受け て、遠 くは ア フ リカ

の 東海岸 の ソ マ リアに も及 ん だわ けですが 、 震源

地 に近 い とい うこ と と死傷者 数が 多 い こ とか ら、

こ の 歴 史的に見て も未曾有 の 大天災を、ア チ ェ を

中心 に考 え て 見ます 。 ア チ ェ の 天 災を語る場合 、

援助する国や体制は、それ 以 前の 人 災 を しっ か り

把握 し て い る べ き だ と 思 い ま す
。

　 人 災と い うの は 、い うまで もな く、過 去 30 年

問続 い て き た 分 離独 立 運動 で あ り、さ ら に 2003

年の 5月か ら今 日現在 まで続 い て い る実質的な戒

厳 令です 。 そ の 前年 2002 年 の 12 月 に東京 で 第 2

回 目の 「ア チ ェ 和平 会議 J と い うの が 開 かれ て 、

ゲ リラ 側が武器を差 し出 し 、 ゲ リラ 支配地 域に は

国 軍は 入 ら な い とか 、そ の よ うな も ろ もろ の 取 り

決 めが行われ ま した が 、こ の 席で もこ の 取 り決 め

はす ぐ破 られ ます よ とお 話 し しま したが 、見事 に

破 られ ま して、そ の 結果 、2003 年 5 月 に軍 事戒

厳令 が布かれ 、1 年経 っ た昨年、1 ラ ン ク下 の 文

民戒厳令に格下 げされ ま した 。

　 しか し、軍 事、文民 とい っ て も実 態は差が なく

て
、 国軍 の 考え方が 憲 法 に な っ て い る状況 が 続 い

て い ます 。

　昨年 8 月 に 、 私 は特別 な許可 を もら っ て ア チ ェ

に行 っ て き ま した が 、そ れ は 16 年ぶ りに州都の

バ ン ダアチ ェ で第 4回 目 の ア チ ェ 文 化週 間 とい う

の が 開かれ た の で 、それ の 取材 に行 っ た わ けで す 。

16 年ぶ りと い うの も変な話なの で す が、ア チ ェ に

特別 自治法 が施 行 され て 、ア チ ェ 人た ちが 自分た

ち の ア イデ ン テ ィ テ ィ を披露で きる フ ェ ス テ ィ バ

ル 、週間 とい っ て も 10 日間だっ たの ですが、そ

うい う 24 時間オ
ー

プ ン の 大 フ ェ ス テ ィ バ ル が開

かれま した 。

　そ こ に 20 を超 え る県 と市に よる 、ブー
ス とい

うよ りは 日本で い うとユ ネ ス コ 村の よ うな大 きな

パ ビ リオ ン が できま して、朝 か ら翌朝 ま で 、 各地

の伝 統舞踊や歌が披露 され 、市民 は深夜か ら朝 ま

で外 出で き る 。 戒厳令下 で こ んな状況が あ り得 る

の か とい うくら い 平穏な空気 が漂 っ て い ま した。

　 こ こ で
一

つ 、アチ ェ 問題を映 し出 して い る重要

なデー
タ で す が、こ の 1 年 4 カ 月の 戒 厳令下 の 犠

牲者 は、国 軍 が 159 名 死 亡、GAM 、 日本 で は 自

由ア チ ェ 運 動 と呼 ばれ て い ます が、イ ン ドネ シ ア

語の 直訳 で い うと、独立アチ ェ 運 動、私は独立ア

チ ェ 運動 とい っ てお ります。 こ の GAM ゲ リラ の

死者が 2，879 名 。 逮 捕者 が 1，798 名 。 投 降 した者

が 1，954 名。…方、一般人 の 犠 牲者は 662 名 。 戒

厳令下 で も こ れ だ け の 犠牲者が 出て い ます、

　 さらに去 る 12 月 26 日 の 震 災か らき ょ うま で の

間 に、約 40 件 の 武 力衝 突 が発 生 して い ます 。

　 現在、ア チ ェ の リハ ビ リと復興に 向けて 、つ ま

り、復興 とい い ます と地震前 の 状態 に戻す とい う

こ とです が、言 い 換 え ます と人災 の 時代に戻 す と

い う こ と で す 。
つ ま り、依然 と し て 治安当局 が分

離 独 立 を唱 える勢力 を
一掃 して い く軍 事作戦を続

行 す る状 況 に 戻 る と い うこ と が 、ア チ ェ 復興 と い

うこ とに なっ て い るわけです 。 したが っ て 、天 災

か らの 復興は あ り得て も、 人災か らは逃れ られ な

い とい うの が ア チ ェ 人 の 現状で す 。

　 天 災の 前に 人災の 時代が 30 年間あ っ た 。 こ の

人 災 と天 災を ワ ン セ ッ トで 、リ ハ ビ リ し て い く方

策 を見出さなければ、ア チ ェ の 復興 はあ り得ない

と い うこ とに なるわけです 。

　 今回 の 大災害に対 して世界各国 か ら、地球規模

で異常なほ どの 義捐金や集 ま り 、 また 、各国 か ら

軍 を中心 とす る支援 の 手が差 し伸べ られ て い ま し

て、変わ っ た と こ ろで は、メキ シ コ か ら大道芸 人

が ア チ ェ に 入 っ て い ま して 、孤 児 にな っ た ア チ ェ

の 子 供た ち に大 道芸 を見せ て い る とい うの もあ り

ます 。

　 こ こ数 日 、 fi本 の マ ス コ ミで も出て い ますが 、

イ ン ドネ シ ア の イ ス ラ ム 勢力 が好まな い キ リス ト

教国の 軍隊や NGO の 支援活動を規制す る とい う

動 きが 出て きて い ます 。 これ もイン ドネシ ア が側

か ら見ます と、もと もとア チ ェ を外部か ら遮断す

るた めに戒厳令 を布い たの に、天災の 結果、支援

とい う目的 であれ ば、アメ リカ の 空 母 まで
一 い

まは 領海外 に出て い ますが一 、誰で あろ うが ア

チ ェ にきて い る とい う状態 で した 。

　イ ン ドネ シ ア 国 軍 に して み れ ば、も う少 しで

GAM を壊滅で き る と信 じ込 んで い た の に、こ れ

で大 きく シ ナ リオ が狂 っ て きたわ けで す 。

　
一方、現実 の被災者に対す る支援活動ですが 、

米軍は 震災の 翌 日か ら空母 「エ イ ブ ラ ハ ム ・
リン

カー
ン 」 の 16 機 の ヘ リコ プ ター

で、救援物資を

運び 込み 、負傷者 を運び 、最後 には負傷者 を空母

に運 ん で 、空母 の 中で治 療 を受 け させ る こ とま で

や っ た わけで す。

　ま た、非常に 目立 っ の です が 、オ ー
ス トラ リア
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軍は 、 最初か らきれい な水を確保す る とい うこ と

を 目的 と して い て、バ ン ダア チ ニ で の 給水 活動は

オ
ー

ス トラ リア 軍 で す。 日本政府 は 震災後 10 日

も経っ て か ら 自衛隊 の 先遣隊を派遣 し て 、何が で

きる か を調査す る とい うよ うな 、 先見 の 明 の ない

対 応 を し て い ますが、震災 が起 きれ ば、最初に食

料、水が必 要なこ とは 誰の 目に も明 らか で 、オ
ー

ス トラ リア 軍が水 に限 定 して い る援助 とい うの は、

極 め て 素 晴 ら しい と思 い ます。

　
一

方、イ ン ドネ シ ア 国軍 は何 を して い る か と い

う と 、実は 現地 に い たイ ン ドネシ ア 軍 に もた くさ

ん の 犠牲者が出て い ます。そ の 家族か らも多 くの

犠 牲者 が出て い ます 。 正確 な数字が 出 て い ま せ ん

が、5、000 とい う数字 もあ り、10，000 とい う数字

も出て い ます 。 同様に警察で も 9，800人 以上が行

方不 明 、そ の 家族を含め る と 20，000 人 以 上 と い

う報道 もあ ります。っ ま り、本 来 、現地 で救援 ・

復興 活動 に最初に 当たる べ きあ っ た治安当局 も震

災 の 被害者 の
一

部に なっ て い る とい う現 実が あ り

ます 。

　 そ の 上 、通信途絶 、道路網 の 断絶 と い うこ とか

ら、現 地治 安当局 の 対応 が非常に鈍か っ た こ とは

否め ませ ん，さらに悪い こ とに は、 こ の ア チ ェ に

は昨年の 10 月か ら、州 知事が不 在なこ とで す 。

ア ブ ラプ テ とい う州知事な の で すが、 ロ シ ア の 軍

用 ヘ リコ プ ター
の 購入汚職をめ ぐ っ て 国家汚職 撲

滅 委 員会か ら起訴 され て ジ ャ カ ル タ の 刑務所 に 収

監中で す ， それ で 行 政が麻 痺して い る 。 そ の 上、

国軍、警察 も被災 で麻痺 、こ うい う状態で す。

　 国軍は 、 ア チ ェ 以外 か ら送 られ た 部 隊 と か 、現

地 に残 っ て い る部隊 に よ っ て 、10 万 を超え る遺体

の撤 去作業など、重要な作業 を行な っ て き ま した

が 、お な か が空い て い る 人た ち、あ る い は怪我 を

して い る入 た ちか ら見れば 、遺体を運ん で い るイ

ン ドネ シ ア 国軍 よ り も、水を配 給 し て くれ る 、あ

るい は食 ぺ 物を配 っ て くれ る 、さら に はテ ン トで

医療 を して くれ る外 国 部隊を、力強 く感 じ る し、

あ りがた い わ けです。

　 ど うし て イ ン ドネ シ ア 国軍 は 、 食料 を配 っ た り、

給水 した り、医療行為をす る こ と が で きな い か と

い い ます と、
一

っ には 国軍 に とっ てア チ ェ は 戒厳

令 下に ある とい うこ とで す 。 GAM が、 こ の 機 に

都 市部 に入 り込 ん で くる こ ともあ る し、 こ れ を機

会にオ ル グ活動 に よ っ て シ ン パ を増や して い く可

能性 もある 。 そ の た め に 現地 に 5〜6 万人 い る と

い われ る治安 当局は 、私の推測で は 約 8 割が治 安

対策に貼 り付 けられて い て 、残 りの 2 割が遺体運

搬 に従事 して い る。

政府の 透明性を どうす る

　今後 の リハ ビ リ と再 建 の 過 程 の あ り方 に よ っ

て は、ユ ド ヨ ノ政権 の 基盤が弱 ま る とい うこ と も

ある し 、
GAM 、分離独立 勢力が 伸び る とも、伸び

な い と も両方の シ ナ リオ が ある。言い 換えれば 、

イ ン ドネ シ ア 政府が こ れ ま で の ア チ ェ
へ の 対応 を

改め て 、全面的に 「我が 国民 を助 け る の だ 」 とい

う姿勢 を打ち出 して 、可能なこ とを充分にゃ っ て

い け ば 、
ア チ ェ 住民 は 、

イ ン ドネ シ ア 共和 国 の
一

員 と して と どまる こ とに賛同す る と思 い ます。

　 しか し、い ままで の 流れを見て い る限 り、ゲ リ

ラ側に 利が あ る感 じ が し て な りませ ん 。
っ ま り、

ま た して もイ ン ドネシ ア 政府に裏切 られ た とい う

感情 を持 た せ る方向 に い く兆候 が 出て い ます。そ

うい う意味で、ユ ドヨ ノ政権は ア チ ェ に対 し て の

相当な 検討 を重 ね
、 対応 し て ゆ か ね ば な り ま せ ん。

　 も う 1 点、凄 く懸 念 され る の は、こ こ まで 世界

中 か ら巨額 の 義捐金 が集 ま り、日本 も イ ン ドネシ

ア も含 め て 5 億 ドル を拠 出す る と伝 え られ て い ま

して 、巨大なお金 がイン ドネ シ ア に流れ込む こ と

にな りますが 、1 月 6 日 に ジ ャ カ ル タ で 開 か れ た

津波サ ミ ッ ト、小泉首相 も出席 しま し た が 、こ の

会議 が 終 わ っ た あ とで 、ア ナ ン 国連事務総 長 と

EU の 議長が ユ ドヨ ノ 大 統領 と会談 しま した。

　そ の 際 、 二 人が こ の 援助 が 正 しく使われ る透明

性 を ど う確 保す る か と、ユ ドヨ ノ大統領 に い っ て

い ます。換言す れ ば 、国連 も世 界 も、こ れ まで の

経緯 か らイ ン ドネ シ ア を信頼 して い な い とい うこ

とで す。

　 現在、 目本で も各 ス ーパ ーマ ーケ ッ ト、銀行そ

の 他、募金 し て い る とこ ろが た くさんあ り、募金

そ の も の が悪 い とは い い ませ ん が 、そ れが本当 の

被 災者 に届 く 、 ある い は有効 な使 い 方が され る と

い う監視 の た め に、集ま っ た お金の 半分 を使 っ て

もい い と思 うくらい の イ ン ドネ シ ア の 状 況 です 。

　 よ く 医療 あ る は 教育分野 で の 援助 は い い 二 と

の よ うに い われ ますが 、実は ア チ ェ とい うの は 、

地震 の 前 に すで に 500 を超 え る 学校が 焼 か れ て い

ます。なぜ か とい い ます と、ア チ ェ の 分離独立派

に します と、イ ン ドネ シ ア の 学校 と い うの は イ ン

ドネシ ア 語 を教えて 、イ ン ドネシ ア の 哲学を教 え

るわ け で す 。 ア チ ェ の 独 立 を 目指 す もの か ら見れ
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ば 、 そ ん な も の 未 来 の ア チ ェ を担 う子 供た ちに教

え込 まれ る の は 困 るわけで す ， だか ら教育施設を

全部焼 く、破壊す る作戦 をし て い ま し た 。

　だ か ら、こ こ で 世界か ら集ま っ た お 金で 学校を

建て てあ げま し ょ うとい っ て建て て も、それ は焼

かれ る の を待 っ て い るだ け で す 。
つ ま り、最初か

ら私 がお話 し して い る よ うに、天 災と人 災を
一

緒

に考えて 対応 しな けれ ばな らな い とい うこ とで、

い く ら病院を つ く っ て も学校 を建 て て も、や が て

それ らは壊 され て しま い ますか ら、こ こ を考えな

ければ な り ませ ん 。

　た また ま、私が経営 して お ります イ ン ドネ シ ア

文化宮 と い うの が高 田馬場 に あ ります が 、 き ょ う、

1月 15 日 か ら、ア チ ェ で 唯
一

の 目刊紙 の 『セ ラ ム

ビ ・イ ン ドネ シ ア 』（
“
Serambi　lndonesia

”
） と い

う新聞社 と 共 催 で 、人 災部分 、つ ま り震 災 前 の ア

チ ェ の 写 真 と、震 災後の 写真 を併せ て 、写真展 を

や っ て お り ま す。ご興 味 の お あ り の 方 は 。 ぜ ひ 、

お 出か けくだ さい 。

司会　大川 さん 、ど うもあ りが とうご ざい ま し た。

　さ て 、 太平 洋 に は独 立後 、破綻 した 国 が い くつ

かあ りますが、そ の うち の
一

つ 、ソ ロ モ ン 諸島に

は、
一一

昨 年か ら略語 で RAMSI とい われ て い ます

が、国際的 な軍隊 と宮僚 が介 入 して お ります 。 ま

た、パ プア ・ニ ュ
ー

ギ ニ ア の 場 合は、オ
ー

ス トラ

リア 政府が警察官を含め て 官吏 を送 り込 ん で 、正

常化 へ の 協力 をす る形 に な っ て い ます 。
こ の ソ ロ

モ ン 諸島とパ プ ア ・ニ ュ
ー

ギ ニ ア の ケ
ース を比較

し て 、西岡 さん か らお話 し し て い ただ きた い と思

い ます 。

　西 岡 さん 、宜 しくお願 い い た します。

失墜 した ソ ロ モ ン ・ ドル

西岡　 昨年、オ
ー

ス トラ リア に旅行 しま した。そ

の 機会に手持 ち の キナ（Kina ＝ パ プ ア ・ニ ュ
ーギ

ニ ア の 通 貨）と、ソ ロ モ ン 諸島の ソ ロ モ ン ・ドル を、

両方 と も、当分 、使 う予 定が あ りませ ん で し た の

で 、オ
ー

ス トラ リア ・ドル に替 えてみ よ うと思い

ま した 。
こ の 両通貨が 、現 在、 どの くら い の 価値

が あ る の か と い うこ とを知 りたか っ た の です 。

　シ ドニ
ー

に着い て空港 の 両替所で交換 し よ うと

し ま し た と こ ろ、キ ナ は 問題 なか っ た の で すが、

ソ ロ モ ン ・ドル は交換で きない と い われま し た。

それ か ら市内に出 て 、ナ シ ョ ナ ル
・バ ン ク で ソ ロ

モ ン ・ドル を出 します と、断 わ られ て しま い ま し

た 。 それで、Westpacに行 きました。その ウエ ス

トパ ッ ク 銀 行の 中 に 、 ア メ リカ ン ・エ キ ス プ レ ス

が外 国為替 の 窓 口 を開 い て い ま して の で 、そ こ で

恐 る恐 る ソ ロ モ ン ・ドル を出 してみ ま した 。

　そ うしま した ら、係 りの 人が 即断で きな く て 、

上司に 判断を仰い で い ま したが 、しば ら くや り取

りをし た上 で 、よ うや く交換 して くれ ま した
。

し

か し、そ の レ ー トの低 さは 、予想以上 で した。キ

ナ は オース トラ リア ・ドル の 約 40％で した が、ソ

ロ モ ン ・ドル は 約 20％。 1 オ
ー

ス トラ リア ・ドル

が約 80 円 で した か ら、それで 計算す る と 、 キナ

が約 30 円 、
ソ ロ モ ン ・ドル が 約 15 円 とい うこ と

にな ります。

　 こ の 私 の 個 人 的 な経験 を思 い 出 した の は、ソ ロ

モ ン とパ プ ア ・ニ ュ
ーギ ニ ア は 共 通点 もあ る と同

時 に、は っ き り した違 い も あ る と い うこ とで す 。

こ の 二 っ の 国 は、い わ ゆる Fajled　Stateあ る い は

Failing　Stateとい う、あまりあ りがた くない レ ッ

テ ル を貼られ て 、周辺各 国か ら直接 介入 と い う、

それ ま で にな い 画期 的な援助方式を受け入 れ ざる

を得な くな っ て い る 。 政府 の 統 治 能力 が 改 め て 問

われて い ます。

　 ソ ロ モ ン の 場合、グ ァ ダル カナ ル 島と マ ライ タ

島の 民族紛争 に 端 を発 し て 、20‘）0 年 の ク
ーデ タ

ー

で ウル フ ァ ア ル 政権が倒 され 、 代わ っ た ソ ン ガ ヴ

ァ レ、ケ マ ケ ザ両 政権 と も に 事 態 を収 拾で きな く

て とい うか 、む し ろ事態を悪化 させ て、存亡 の 瀬

戸際 まで きて しまい ま し た 。

　財務省 の 役 人は 、武装勢力に銃 を突きつ けられ

て 、 現金を脅 し取 られ る。警察は銃 を奪われ て ば

らば らに な る 。 公務員は仕事 を放棄 して、また 、

残 っ た 公務員に も給料が 支払 われ な い 。さらに困

っ た こ とに、閣僚は悪玉 と手 を結ん で汚職 に走 っ

て い る。民 間企 業 は軒並 み に閉鎖です。事実上 の

無政府状態 に な っ て い た わ けです 。

　そ こ で 、ケ マ ケザ 首相はオ
ー

ス トラ リア に助け

を求 め、太 平洋諸島フ ォ
ー

ラ ム 加 盟諸 国 の 援助 ミ

ッ シ ョ ン が組織 され て 、2003 年 7 月 に、まず治

安の 回復か ら介入が着手 され ま した 。 そ の 援助 ミ

ッ シ ョ ン の 正 式 名 称 は Regional　 Assistance

Mis　g．　ion　for　Solo　mon 　lsla　nds とい い ますが、現在

まで の と こ ろ、第
一
段階は まずまず成功 した とい

う評価 を得た 反面 、問題点 も少 なくない よ うです。

　例 えば ミ ッ シ ョ ン側は 、そ の 立場 を利用 して現

地で レ イ プ と か 、そ の 他 の 不祥 事 を起 こ す 。
ソ ロ
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モ ン 政府側に も、 汚職を陰で操 っ て 、そ こ か ら利

益 を得て い る 大 物 が ミ ッ シ ョ ン に 協力す る とい う

口 実 の 下 に 、あ る い は そ れ を隠れ 蓑 に して 、依 然

と して 高い 地位に留 まっ て い る 。 そ うい うこ とに

対 して 国民 の フ ラ ス トレー
シ ョ ン が高まっ て い る。

　
一一一

方 、
パ プ ア ・ニ ュ

ー
ギ ニ ア の 場 合は 、ソ ロ モ

ン の よ う に ク
ー

デ タ
ー

が起 き た わけ で もな く、政

府や 警察が弱体で あ っ て も、崩壊 した わけ では な

い
。 治安が よ くない こ とは よ く知 られ て い ます が、

ソ ロ モ ン と違 っ て 、民族対 立や 内戦 の 結果 で そ う

な っ た わ け で もない
。 し か し 、 そ れ だ け に 根 は深

い と もい え る。

　 オ ース トラ リア は パ プア ・ニ ュ
ーギ ニ ア （PNG ）

に対 しては 、Enhanced　Cooperation　Program と

い う名 の 下 に介入 して 、やは り、治安対策を最優

先 し、ポ
ー

トモ レ ス ビー
と か レ イ （Lae ） と か 、

あ る い は マ ウン トハ
ー

ゲ ン な どの 犯 罪 多発 地 に 、

オース トラ リア の 警察官を配置 して警備を強化 し

ま し た e

メ ラ ネシ ア の 地方改革 の 必要性

　 しか し、 こ うな っ た の も、単に 治安 当局 の 力 が

弱 い か らだけで は ない の で す 。社会経済的な要因、

つ ま り、地 方か ら都市に職を求め て流れ て くる膨

大 な数 の 人が い て 、それ が 仕事 にあぶれて悪事 を

働 くこ とに な っ て い るわ けです 。 そ こ を解決 しな

い と、 こ と は 収 ま らな い 。

　実 は私 も 3 回 も怖い 目 に 遭 っ て い ます 。 最初は 、

ポー
トモ レ ス ビーの ホ テ ル で 、真夜中に悪漢に襲

われ ま し た。フ ロ ン トか ら電 話があ っ て 、こ れ か

らあ なた の 部屋 に行 く とい うわけで す。寝巻きか

ら着替 える間 もな く、もう ドア の とこ ろに きて い

る 。 セ
ー

フ テ ィ
・チ ェ

ー
ン の と こ ろ まで開けて、

相手 を見 た ときにぞ っ と し ま した 。 こ れ は あな た

の 手 紙 で し ょ うと紙切れ を見せ る の で すが 、それ

は私 が ポ
ー

トモ レ ス ビー
の 知 人 宛に 出 した手紙 な

の で す 。
「あ なた に 挨拶 に行 っ て こ い と い われた 」

とい うの で す。

　 そ うい い なが ら ドア を押 し開 け よ うす る．，わ た

しは 開 け させ な い よ うに 引 っ 張 っ て い る 。 そ の 時

に 、も う
一一

人近 くに い る男の 足 だ け見え ま した 。

相 手 が 二 人掛か り で は 駄 目だ と思 っ て 観 念 した の

で す が 、そ の も う
一

人 の 男は 賊で は な くて 、ホ テ

ル の ボーイ の よ うで した 。 しか し、そ の ボーイが

仲裁 に入 る と、賊に どん な仕返 しを され るか わか

らない 。これ が メ ラ ネ シ ア の 掟な の です 。

　次の 日 に 知 人に電 話 しま したが 、「手紙 は受け取

っ て い な い 」 と い うの で す 。で す か ら、本 人 に 届

く前に な らず者 の 手に渡 っ て 、犯罪の 道具に使わ

れ て い た わけ です 。

　 ソ ロ モ ン で も PNG で も、援助 は 中央の 国家機

能に 向け られ て い る の で す が 、そ れ だ け で は 充 分

で は ない
。 こ の よ うな国 の 弱 い 部分 、そ れ は 地 方

の 政治、社会で す e

一
般 の 人 たち の 日常生活に 密

着 し た組織、あ る い は制度 、 そ うい う段階の 改革

を進 め な い と、根本 的な解 決 に な らな い と思 い ま

す。

　私 の 僅か な経験で も、メ ラ ネ シ ア の 政 治 、経 済、

社会 は極 めて複雑で す。で すか ら、そ うい う背景

を よ く理 解した 上 で長期的に取 り組ん で い か な い

とな らな い
。 しか し 、それ は援助をす る側に と っ

て は非常に厄介な こ とで もあ る わけ で す、

司会 　西岡 さん、あ りが と うござ い ま した 。

　次 に同 じ く破綻 し た 国家 と い うか 、珍 しい こ と

に、ア メ リカ の 法律 で破 産 し たナ ウ ル 共和国の 現

状に つ い て 、玉 井 さん か らご解説 をお願 い し た い

と思い ます。ナ ウル は十数年前 ま で は サ ウ ジ ア ラ

ビ ア に っ い で、 一
人 当た りの GNP が 世界第 2 位

で した が、ア メ リカ の 会 社、GE キ ャ ピ タ ル か ら

借 りたお 金 が返せ な くて 、昨 年 の 3月 に ア メ リカ

の 法律 で破産宣告 されて しま い ま した 。
こ の ナ ウ

ル の 現 状 に つ い て 、お願 い し ます 。

ナ ウル で 改革派の 勝利

玉 井　ナ ウル 共和 国は財政が 逼迫 し て 、ア メ リ カ

の 会祉（GE キ ャ ピ タル ）か ら 2 億 3，000 万 米 ドル

を借 り て い ま した が、こ の 負債に 対する抵 当とし

てオ
ー

ス トラ リ ア に持 っ て い ま し た メ ル ボ ル ン の

ナ ウ ル ハ ウ ス です と か 、シ ドニ
ーの メ ル キ ュ

ー

ル ・ホ テ ル （Mercure　Hotel　Sydney）な どが 押 さ

え られ て しま い 、返 済期 限が 昨年 の 5月 5 日で し

た。

　 こ の 時、ナ ウル は 公務員 の 給料未払 い が すで に

1 年に お よん で い る状態 で 、ソ ロ モ ン 諸島に 次ぐ

経済危機 を迎 え て い ま して、当然、返 済能力が あ

りませ ん で し た 。 そ の 結果 、ナ ウル ハ ウス 、メ ル

キ ュ
ー

ル
・ホ テ ル 、 ロ イ ヤ ル ・ラ ン ドウ ィ ッ ク ・

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン ター、メ ル ボ ル ン の サ ボイ パ ー

ク プ ラザホテ ル 等 々 と ともに、抵 当物件は売却 さ
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れて しま うこ とに な ります 。

　 ナ ウル 側 と して は 、 か つ て は リン 鉱 石 の 利益が

あ りま し た の で 、それ で 世界各地 に所有 した不 動

産 が あ りま して 、それ を何 とか 保有 し続けた い と

考え る保守派 と、こ れ らの 不動産 を早 く処 分 して

財政 を立て 直 そ うと い う改革派 の 間 に 、政権をめ

ぐ っ て 対立 が 生ま れ ま し た。

　 ナ ウル は、す で に 2003 年の 1 月 か ら現 在ま で

に 、6 回も大統領 が替わ っ て い る よ うな事態で 、

こ こ 10 年 くら い の 問で見ま して も 16 人 とか 17

人 とい う大統領の 交代 が あ っ た く ら い で 、政治的

に も非 常に不 安定 で 、 解決策 を決 める とい っ て も、

なか なか 政権 も安定 し な い もの で すか ら、構 成 員

18 人 の 議会 も、保守派 9 名、改革派 9名 と い う桔

抗状態で 、 昨年も予 算の 可決が で きな い 緊急 事 態

に もな っ て い ま した。

　 そ こ で 、オ ー
ス トラ リア が援助の 手 を差 し伸べ

ま して 、まず 昨年 の 3 月 に、経済 の 安定 と法 秩序

強化の 支援策 と して 、 1，700 万米 ドル を投資 しま

した 。
こ の よ うな資金供与は何年 も続い て い ます

が 、そ の ほか に人的な援助 も して い ます。そ の 人

的 な援助 と し まし て は 、昨 年 の 7 月 の 終 わ りに 、

オ
ー

ス トラ リア財務省 の 職 員をナ ウル に派遣 しま

して 、事実上 の ナ ウル の 財務大 臣 の 職 を引き継 ぐ

よ うな形 も と っ てお ります 。

　 また、警察に も治安維持 の 目的 で、警視総監、

あるい は 特別刑 事 顧問官 と い っ た職に オース トラ

リア 警察 の 職員 が派遣 され て い ます。

　 そ うい っ た 中で、昨年 6 月 22 日に内閣不信任

案が可決 され ま し て 、改革派 の ス コ ッ テ ィ
ー

政 権

が誕生 しま した 。 こ の ス コ ッ テ ィ
ー政権は、そ の

後 、保守派 との 間で 勢力争 い が続くわけ です が 、

昨年 10A に、膠着状況 に あ っ た議会を解散 しま

して 、総選挙 を行な っ た結果 、 改革派が 18 名 中

の 16 名 を 占め ま し て 、よ うや く改革路線 が安定

して きた か な と思われ ます。

　 従 来、大統 領が めま ぐる し く交代 し、何を決 め

るに も議会が機能 しない 状況に あ りま した が、昨

年 10 月以降、ス コ ッ テ ィ
ー政権が 安定 して きま

したか ら、これ まで、専門家の 中で も、ナ ウル は

オース トラ リア か ニ ュ
ージ ー

ラ ン ドに 統合 され る

べ きだ とい う厳 しい 意見もあ りま したが 、ど うい

っ た 方向に進む に しろ 、 政治的 に 安定 し、憲法改

正 の 検討委員会 もできま した の で 、経済破綻か ら

抜け出すの は大変 とは思 い ます が 、よ い 方向に進

む可能性 が 出て きた と思 い ます。

司会 　玉 井 さん 、ど うもあ りが と うご ざい ま し た
。

　次に 大川 さん か ら、新 し い 大統領 の 下 で の パ プ

ア の 問題 に つ い て 、お 話 し て い た だ き た い と 思 い

ます 。

パ プア の 独立を認め ぬ方針

大川　こ の 1 年 の パ プア の 全体的な情 勢は 、昨年

こ こ で 話 した 状況 がそ の ま ま 当ては ま る よ うな感

じ で 、特 に劇 的な 変化は 起きて い ませ ん 。

　 現在、パ プ ア の 住民た ちが最 も望 ん で い る こ と

は 、 直接大統領選挙で 生まれ た、イ ン ドネ シ ア初

の 民 主的プ ロ セ ス で 選ばれた ユ ドヨ ノ 大統領に、

自分た ち の ア ス ピ レーシ ョ ン を聞 き入れ て も らい

た い とい うこ と で す 。 要す るに 、
パ プ ア 人 と して

の ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ー、そ の 背景にある の は分離

独立 と い うこ と で すが
、 住 民投票ま で を タ

ー
ゲ ッ

トに含め たパ プ ア 人 と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー

を発露する場 を期待 して い ます。

　 しか し、ユ ドヨ ノ政権の 姿勢は 明白で して 、「パ

プ ア に 高度な特別 自治 を与 える 」、それ で終わ りな

の で す。それ で 、パ プアは イ ン ドネシ ア の 国家の

枠組み に留め る。

　 こ の イ ン ドネ シ ア政府 の ス タ ン ス は 、ア チ ェ に

対 して も同様 なの で すが、パ プア は 、昨年 もお話

した よ うに 、 か つ て パ プア の 3分割法案が通 っ て 、

すで に 3 分害1亅が決定 され て い ま し て 、現在、ソ ロ

ン を中心 とす る西イ リア ン ・ジ ャ ヤ州 が存在 して

い ます 。 また 、中部イ リア ン ・ジ ャ ヤ州、こ れ は

名称だ けは あ りますが、現地で の 反 対運 動があっ

て 、本 日現在、まだ成立を見 て い ませ ん 。

　 こ の よ うに 、一
っ の 地域 を分割 して 、民族集団

の 分断 を図っ て、独 立心 を下 げ させ よ うとい う政

策 は 、ア チ ェ で も進 ん で い ま して 、
ア チ ェ で も、

恐 らく今年中に、北ア チ ェ 州 と南ア チ ェ 州 の 2 州

に分割 され る 計画 が あ り ます 。

　パ プア の 分離独立運動に係 わる事項 として は、

昨年の 8S17 日、イ ン ドネ シ ア の 独 立記 念 目 で

すが、その 当 日、太平洋 の 最高峰である ジ ャ ヤ 峰

とい う山 が ある、プ ン チ ャ ッ ク ・ジ ャ ヤ Puncak

Jaya）県で 、治 安 当局側か ら い わ せ る と 、パ プ ア

独立軍 、OPM に よ る襲撃 と され る流血 事件 が あ

りま した 。

　それ が、ず っ と燻ぶ り続けて い て 、それ を
一

掃

す る とい う名 目 で 派遣 された 警察 と軍 当局 の 、県
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政府 の 地元 出身 の 政府職員 の 殺害事件があっ た り、

あ る い は、お 前は OPM を匿っ た と い っ て殺 され

る村人 が い た りして、現 在 、 約 7，000 人 の 住民が

自分 た ち の 村 を離れ て難 民 化 し て い ます。す で に

何 十 名 か が殺 され て い ます 。

　 これ に対 して 、世界の NGO 中心に、早 く国軍

を引き揚げる よ うに と い う要望 が 出て い ます が、

い ま の と こ ろ国軍が 引 く兆候は あ りませ ん し、ア

チ ェ 同様に 、国軍は 反中央政府勢力の
一

掃を 強化

し て い ます、

　最後 に ち ょ っ と ご紹介 し て お きます が 、い ま、

パ プア で エ イ ズ患者が急増 して い ます 。 特 に 、 昨

年、目立 っ た の は、地 元 の NGO に い わせ ます と、

軍 と警察の 国軍 ビ ジネ ス と して 、 地 域外 か ら娼婦

を連れ て き て 、日本 の ドキ ュ メ ン タ リー ・フ ィ ル

ム で い えば 、秘境の 村 とい うと こ ろに まで バ ーが

で きて 、そ こ に セ レ ベ ス あ る い は ジ ャ ワ か ら連れ

て こ られ た 女性た ちが 働 い て い ます 。

　昨年 1年 間 の デー
タで 見て も 、 メ ラ ウケ県 が分

断 され て マ キ県 と い うの が で き て い て 、人 口 は 数

万 とい う規模 と思 い ます が、そ こ で は 29 人の エ

イ ズ 患者 が 報 告 され て い ます。報 告 され な い エ イ

ズ患者を含 める ともっ と多い と思 い ます、、

　 こ れ に対 して 、 地 元 NGO か らは 、こ れ は 国軍

によ る ジ ェ ノ サイ ドで は な い か とい う声 が 出 て い

る くらい です。

　パ プア の 南部で ガ ハ ル （Gaharu 、 じん こ う＝

沈香 、 英名 ； agarwood ）とい う、日 本 語 で は なん

と い うの で し ょ うか、香 りの 強 い 木 で 、拳
．−J

つ く

ら い で も何 万 円 もす る香木 で す ．， 村 人は 山 に 入れ

ば い くらで も採れますか ら、娼婦にお金を払 わな

い で、こ の ガ ハ ル
ー

握 りで
一

晩 とか、そ うい う形

で 売春が成立 して い て 、そ の ガハ ル は国 軍な り警

察が取 り上 げ て チ ャ イ ニ
ーズ に売 っ て 巨額な富を

得る。そ うい う状況 が あ り、パ プ ア は エ イ ズ で 深

刻 な問題 を抱 え て い ます。

司会　大川 さん 、ど うもあ りが と うござい ま し た 。

　実は 、 こ の あ と 、 オ
ー

ス トラ リア が 「ニ ュ
ー ・

パ シ フ ィ ッ ク ・イ ニ シ ア チ ヴ」 と い う太 平洋 諸 島

に対する新 しい プ ロ グラ ム を発 表 して い ま して 、

こ れ は太 平洋島嶼諸 国 の 真 っ 当 な発展 へ の 協力 と

か 、国 際テ ロ の 防止 策を 強化す る と か 、そ の よ う

な もの を含んだ もの で すが、こ れ を西 岡さん に お

願 い し、さら に 、中国 と台湾の 太平洋諸島に お け

る 陣取 り合戦、外 交樹立 競争で すが 、こ れを玉 井

さん にお願 い す る予 定で した が 、残念 なが ら、時

間 がな くな っ て しま い ま した の で 、こ れ に て 終わ

らせ て い た だきます 。

　　　　　　　 　　　　　 〈 文責 ・中島　洋〉
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